






要約:京都大学医学部附属先天異常標本解析センターには，4 万例以上のヒト胚子・胎児

標本とその臨床データ,ならびに観察結果が所蔵されている。その症例のほとんどが,社会

経済的適応にもとづく人工流産によって得られたものであり,日本人初期子宮人口を代表

するものと見なし得る。初期ヒト胚子集団においては異常の頻度が新生児に比べて有意に

高く,臨床データに関して母親の memory biasが少ないなど,データベースとして新生児集

団にない特長を有している。現在,この胚子データを用いた先天異常モニタリングシステ

ムを確立するためのヒト胚子データベースを作成する作業を進めており,これが完成すれ

ば,わが国に固有のすぐれた先天異常モニタリングシステムができると期待される。


